
に
対
応
す
　
　
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
主
義
論

晴
　
　
　
　
　
林
　
　
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　　
マ
ヅ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
社
会
主
義
を
解
説
的
に
論
評
し
た
こ
と
が
あ

魏
に
学
間
的
論
評
で
な
い
だ
け
に
こ
れ
を
も
・
て
た
だ
ち
に

　
彼
の
社
会
主
義
観
を
云
々
す
る
こ
と
は
つ
つ
ま
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論
評
に
あ
ら
わ
れ
た
問
題
設
定
、
問
題
関
心
の
中
に
彼
の
基
本
的
な
学
風
や
　
　
一

　
政
治
的
態
度
な
ど
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
出
来
る
。
ウ
ェ
｜
バ
ー
に
と
っ
　
8
1

　
　
て
社
会
主
義
は
近
代
の
克
服
で
あ
り
え
な
か
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
ウ
ェ
ハ
バ
　
　
一

　
1
は
本
格
的
な
社
会
主
義
論
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
何
と

　
な
れ
ば
あ
と
に
示
す
様
に
資
本
主
義
の
経
済
学
的
認
識
に
お
い
て
致
命
的
な

　
　
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
若
し
歴
史
的
制
約
と
学
説
史
的

　
事
情
の
理
由
に
帰
せ
ば
、
彼
の
社
会
主
義
の
論
評
は
大
変
更
を
受
け
た
か
も

執
行
官
　
　
知
れ
な
い
。
受
け
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
ろ
興
味
あ
る
こ
と

で
あ
⑥
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
彼
の
社
会
主
義
論
か
ら
様
々
の
問
題
を
我
々
は
ひ
き
出
す
事
が
出
来
る
が

ト
ロ
ポ
ペ
ロ
ジ
ユ

　
　
そ
の
人
間
的
側
面
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
が
本
稿
で
あ
る
。
確
か
に

　
あ
る
意
味
で
は
人
間
学
こ
そ
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
中
心
問
題
で
あ
る
か
ら
、
私
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
好
ん
でこ
の
側
面
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　　
（
1
）
　
0
2
ω
o
注
巴
｛
c
り
目
5
・
戸
o
エ
6
N
ロ
叶
包
一
〇
q
o
目
o
」
ロ
o
ロ
O
ユ
0
9
」
賃
ロ
ロ
σ
Q



　
c8俳
2
Φ
昌
江
6
法
ω
昏
。
ロ
O
h
注
N
｛
。
2
ロ
甘
忌
↑
。
P
戸
㊤
戸
◎
ひ
い
O
、
目
ミ
・
　
　
の
特
徴
に
つ
い
て
の
論
及
か
ら
始
ま
る
が
「
社
会
主
義
的
な
性
格
の
政
党
と

　
§
匙
鳶
』
ミ
♂
ミ
9
N
ミ
句
自
ミ
。
丙
芯
是
ミ
句
自
ざ
奪
忘
ミ
ふ
戸
O
N
♪
　
　
は
す
べ
て
民
主
的
な
政
党
」
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
民
主
制
と
は
成
員

　
司
自
ぴ
ぎ
ぬ
。
P
ω
ω
゜
お
N
ー
凱
戸
。
。
）
邦
訳
、
浜
島
朗
「
社
会
主
義
」
（
『
権
力
　
　
間
に
「
政
治
権
力
の
形
式
的
な
不
平
等
が
存
在
し
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
だ

　
と
支
配
』
所
収
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
か
か
る
民
主
制
が
強
張
さ
れ
る
理
由
は
「
民
主
制
が
大
国
家
民
主
制
で
あ

（2
）
　
た
と
え
ば
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
官
僚
主
義
の
問
題
が
そ
う
で
　
　
る
と
こ
ろ
で
は
、
ど
こ
で
も
官
僚
主
義
化
さ
れ
た
民
主
制
に
な
る
」
か
ら
で

　

あ
る
。
　
「
ソ
連
の
行
政
整
理
」
　
（
毎
目
新
聞
二
九
年
一
一
月
一
＝
一
号
）
、
　
　
あ
り
、
専
門
的
教
育
を
う
け
た
身
分
的
官
僚
階
級
が
民
主
制
の
脅
威
に
な
っ

　

漢内
謙
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
に
お
け
る
統
制
組
織
の
発
展
ー
官
僚
主
義
克
　
　
て
い
る
か
ら
だ
、
と
言
う
。
戦
争
（
第
一
次
世
界
戦
争
）
も
ア
メ
リ
カ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ル
へ
　
パ
　

　

服

過
程
の

一
考
察ー
」
　
（
社
会
科
学
研
究
四
巻
三
号
）
及
び
　
》
・
甘
・
　
　
戦
争
御
用
商
人
で
な
く
「
大
学
と
大
学
で
教
育
を
受
け
た
社
会
層
が
主
謀
者

　

犀
o甘
・
。
…
．
．
む
o
o
昆
巴
o
◎
茸
忠
一
ロ
6
0
島
o
ロ
①
ロ
ェ
ζ
o
宮
一
戸
肯
」
ロ
許
o
ω
o
詮
o
吟
　
　
で
あ
る
と
言
う
。

　
d
巳
8
、
、
（
○
合
旨
゜
閲
音
ミ
∪
全
＆
㌔
。
き
ミ
“
江
・
ξ
図
・
国
。
ロ
ェ
冨
ロ
昆
　
　
　
労
働
手
段
か
ら
の
労
働
者
の
分
離
と
い
う
こ
と
は
官
僚
制
の
背
後
に
あ
る

　
　
o
力
゜
呂
゜
冒
霧
9
）
を
見
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
実
で
、
こ
れ
と
な
ら
ん
で
営
利
企
業
に
雇
わ
れ
て
い
る
官
僚
制
、
即
ち
私

（3
）
　
か
か
る
見
解
は
次
の
も
の
に
示
さ
れ
て
い
る
。
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
『
ウ
　
　
的
官
僚
制
た
る
こ
と
が
現
代
の
特
徴
な
の
だ
が
、
し
か
し
大
集
団
の
合
理
的
　
　
一

　　
エ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
』
（
柴
田
、
脇
、
安
藤
訳
）
。
S
o
『
ロ
ロ
雷
乏
｛
㌣
　
運
営
の
た
め
に
は
社
会
主
義
と
言
え
ど
も
官
僚
制
は
不
可
避
の
機
構
で
、
そ
貌

　
臭
亀
日
①
ロ
づ
…
卜
轟
ミ
§
昏
是
ミ
＆
卜
6
丙
昌
芯
ひ
（
戸
Φ
O
N
）
弓
C
宮
口
σ
q
6
ロ
…
　
　
こ
で
は
、
公
的
官
僚
制
と
は
な
る
が
決
し
て
官
僚
制
そ
の
も
の
を
排
除
し
え
　
　
一

　
〇
」
2
魯
出
o
自
」
°
甘
b
芯
恕
弓
ざ
“
合
s
匙
ミ
き
鳩
駕
嵩
き
さ
江
き
、
蔦
ミ
高
8
　
　
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　
弍
㌫
ミ
六
戸
O
切
N
）
弓
ぴ
ゲ
日
σ
q
窪
…
＝
2
日
①
ロ
ロ
］
・
O
目
ひ
O
ミ
団
網
、
§
　
　
　
次
い
で
社
会
主
義
の
「
本
質
」
に
つ
い
て
論
及
し
て
そ
の
申
心
的
命
題
を

　
　
⇔
災
句
知
ミ
へ
§
＆
§
ざ
⇔
ミ
防
。
慧
匙
轟
鳶
ミ
災
8
弍
等
、
撃
（
お
N
O
　
　
　
次
の
様
に
要
約
す
る
。
　
「
社
会
の
私
経
済
的
な
、
い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
的
な

　　
ロ
釦
烏
。
P
（
な
ほ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
戸
田
武
雄
教
授
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
　
　
組
織
の
没
落
を
予
言
し
、
さ
し
あ
た
り
1
過
渡
的
段
階
と
し
て
ー
プ
ロ

　
　ゾ
ン

バ

ル
ト
』
の
中
に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
に
よ
る
こ
の
社
会
と
の
交
替
を
予
言
し
て
い
る
。
と

　
　
　
　
　
　
　　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
で
こ
の
過
渡
的
状
態
の
背
後
に
は
、
人
の
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
支
配

　
ト
　
　
も
　
　
へ

合
理
的
社
△
至
義
．
釦
・
戸
。
目
印
一
。
・
・
，
。
、
璽
・
日
β
。
は
生
産
手
段
の
過
剰
に
　
を
終
ら
せ
な
い
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
7
ト
は
自
ら
を
隷
属
か
ら
解
放
す
る
こ

も
と
つ
く
週
期
的
な
恐
慌
の
産
物
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
　
　
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
固
有
な
最
後
の
希
望
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
　

創
始
者と
し
共
産
党
宣
言
が
基
礎
と
な
る
文
献
で
あ
る
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
言
　
　
る
」
と
。

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
命
題
な
く
し
て
諸
個
人
の
共
同
組
織
》
ω
ω
o
N
訂
江
o
ロ
ム
自

　ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
主
義
論
は
、
先
づ
近
代
社
会
（
1
1
資
本
主
義
社
会
）
　
　
］
ロ
合
く
昆
宕
ロ
は
問
題
と
な
ら
ず
、
権
力
奪
取
の
可
能
性
も
語
ら
れ
ま
い
し
、



共
同
組
織こ
そ
最
終
的
状
態
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
だ
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
　
　
接
向
け
ら
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
一
義
的
傾
向
は
確
認
す
べ
く
も
な
い
。

は

共
産
党
宣
言
では
、
こ
の
共
同
組
織
が
如
何
な
る
態
様
の
も
の
か
を
語
ら
　
　
　
第
三
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
テ
ル
結
成
以
後
、
国
立
銀
行
政
策
な
ど
に
よ
り

な

い
こ
と
に
「
予
言
の
書
」
共
産
党
宣
言
の
懸
け
て
い
る
「
希
望
」
を
発
見
　
　
恐
慌
の
危
険
の
意
義
は
相
対
的
に
減
少
し
た
。
そ
し
て
、
共
産
党
宣
言
の
ブ

　
　
　
ト
ヨ
　

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
没
落
の
解
釈
は
「
経
済
生
活
が
次
第
に
社
会
化
す
る
の
だ
か

　
「
予言
の
書
」
が
資
本
主
義
の
没
落
に
次
の
様
な
理
由
を
示
し
て
い
る
と
　
　
ら
社
会
主
義
は
ひ
と
り
で
は
進
化
の
道
を
歩
む
L
と
の
進
化
主
義
的
解
釈
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
　

ウ
エ
ー
バ
ー
は
語
る
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
を
ゆ
つ
っ
た
。

　第
一
に
、
　
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
革
命
は
挫
折
す
る
。
大
量
の
慢
性
失
業
者
を
　
　
　
以
上
の
如
き
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論
的
説
明
と
批
判
は
き
び
し
い
反
批
判
の

生
み
最
低
生
活を
保
証
し
な
い
こ
と
か
ら
社
会
が
不
安
定
と
な
る
か
ら
。
　
　
　
対
象
た
る
こ
と
を
免
れ
得
な
い
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。

　第
二
に
、
資
本
家
同
志
の
競
争
の
激
化
が
資
本
家
力
あ
る
も
の
の
勝
利
に
　
　
こ
こ
で
は
か
か
る
所
説
に
お
け
る
公
分
母
と
な
っ
て
い
る
官
僚
制
が
、
官
僚

帰
する
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
こ
そ
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
資
本
主
義
社
会
の
構
造
的
認
識
の
背
骨
で
あ
る
こ

　第
三
に
、
恐
縮
の
不
可
避
性
が
資
本
家
を
脅
か
し
他
方
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
　
　
と
を
確
認
し
、
次
い
で
社
会
主
義
に
な
っ
て
も
官
僚
制
が
不
可
避
で
あ
る
限

ト
革
命
へ
の
気
分
を
煽
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
い
わ
ゆ
る
近
代
の
克
服
で
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
論
拠
に
　
　
一

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
論
評
は
こ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
む
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
本
主
義
の
発
展
が
歴
史
的
に
そ
の
様
な
も
の
　
　
　
（
1
）
　
ミ
㌣
ぱ
品
p
＞
路
塞
ヘ
ミ
へ
e
時
“
む
n
む
力
゜
N
m
O
ー
》
o
凱
戸
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
は
な
か
っ

たし
（
カ
ウ
ツ
キ
ー
が
認
め
た
こ
と
を
言
い
な
が
ら
而
も
理
論
　
　
　
（
2
）
防
。
恩
o
ひ
ミ
㈱
S
§
、
」
宮
匙
・
“
む
力
・
切
O
㎝
（
邦
訳
、
三
一
五
ペ
ー
ジ
）

上
の
問

題
が

残る
こ
と
を
指
摘
は
す
る
が
）
、
　
事
実
は
マ
ル
ク
ス
の
言
う
様
　
　
　
（
3
）
　
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
共
同
組
織
の
具
体
的
機
構
内
容
に
つ
い
て
触
れ

に資
本
主
義
が
崩
壌
し
て
労
働
者
の
独
裁
が
進
行
す
る
の
で
は
な
く
「
職
員
」
　
　
　
　
な
か
っ
た
こ
と
を
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
不
満
と
す
る
の
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ

》
ロ
σ
q
o
ω
芭
一
甘
ロ
（
‖
官
僚
】
］
8
日
完
昌
）
　
の
量
的
増
大
と
優
位
と
に
終
っ
た
。
　
　
　
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
の
中
で
共
同
体
が
特
殊
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
か

労
働
者
の
独
裁
で
は
な
く
経
営
官
僚
の
独
裁
こ
そ
進
行
し
て
い
る
も
の
に
外
　
　
　
　
ら
理
解
さ
れ
る
。
合
理
的
法
律
や
近
代
国
家
に
た
す
け
ら
れ
た
貨
幣
の

なら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
な
合
理
性
が
中
世
的
共
同
体
（
‖
都
市
で
あ
っ
て
、
そ

　第
二
の
点
は
、
農
業
部
門
に
、
適
切
に
妥
当
せ
ず
、
弱
小
資
本
家
の
排
除
　
　
　
　
の
エ
ー
ス
ト
は
二
重
倫
理
で
あ
っ
た
が
）
を
破
壊
し
て
利
益
社
会
が
出

は

金
融
資本
、
ヵ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
組
織
え
の
屈
服
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
　
　
　
来
上
っ
た
。
伺
こ
の
際
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
国
家
を
共
同
体
と
考
え
て
い
る
。

そ

の内
部
で
の
官
僚
制
機
構
の
膨
脹
は
小
数
の
×
資
本
家
対
大
多
数
の
労
働
　
　
　
　
血
縁
共
同
体
を
打
破
し
た
の
は
合
理
的
予
言
な
の
だ
が
・
か
く
し
て
閏

者と
い
う
明
確
な
対
立
関
係
に
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
　
　
　
　
来
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
ー
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
は
都
市
な
の
だ
が
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
　

た
。
階
級
的
利
害
の
意
識
も
、
資
本
家
に
対
し
て
で
は
な
く
職
　
長
に
直
　
　
　
　
代
資
本
主
義
の
重
要
な
母
体
と
な
る
、
と
彼
は
考
え
る
。
が
こ
こ
で
は



　
　そ
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
共
同
体
の
変
貌
に
つ
い
て
は
、
　
　
的
経
党
手
段
と
の
分
離
阿
文
書
主
義
の
原
則
国
原
則
と
し
て
自
由
な
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　

　　
O
宮
弓
嵩
⑦
ロ
江
2
国
2
冨
。
げ
忠
件
“
司
㌣
身
き
ミ
s
ぱ
・
O
膓
亀
S
吉
“
さ
…
　
傭
関
係
、
と
い
う
の
が
官
僚
制
の
私
経
済
組
織
に
お
け
る
社
会
学
的
特
徴
で

　
　弍
ヘ
ミ
留
ぎ
、
身
鷺
胃
ミ
ヘ
ミ
軸
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
官
僚
制
は
、
近
代
資
本
主
義
に
と
っ
て
合
理
的
な
労
働
力
編
成
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ツ
ハ
リ
ぐ
ピ

　
（
4
）
　
な
お
社
会
主
義
論
で
は
共
同
組
織
の
萌
芽
的
形
態
と
し
て
の
社
会
　
　
　
っ
て
、
資
本
主
義
の
即
事
物
的
な
構
造
的
・
本
質
的
性
格
た
る
資
本
計
算
性

　
　
民
主
々

義
政
党
と
労
働
組
合
あ
性
格
と
政
策
と
に
触
れ
て
い
る
が
、
「
社
　
　
と
収
益
性
と
に
直
結
ず
る
能
率
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
は
分
業
と

　
　
会
主
義
的

確
信
や
希
望を
こ
の
世
か
ら
な
く
す
る
手
殺
は
な
い
」
し
「
如
　
　
協
業
の
首
尾
一
貫
し
た
合
理
的
な
作
業
体
系
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
合
理
性
は

　
　
何
な
る
労
働
者
層
も
何
ら
か
の
意
味
で
社
会
主
義
的
で
あ
る
」
と
言
い
、
　
技
術
的
合
理
性
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
所
与
の
目
標
に
奉
仕
す
る

　
　
問

題
は

「
国

家的
利
益
の
立
場
か
ら
又
目
下
の
と
こ
ろ
特
に
軍
事
的
利
　
　
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
ら
目
標
を
決
定
す
る
能
力
を
持
た
な
い
。
資

　
　
害
の

見
地
か
ら
が
ま
ん
で
き
る
よ
う
な
社
会
主
義
に
な
る
ど
う
か
で
あ
　
　
本
制
生
産
の
下
で
は
利
潤
追
求
の
待
女
で
あ
る
。

　
　る
」
と
述
べ
て
、
軍
規
保
持
の
た
め
の
弁
で
終
わ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
　
　
　
か
か
る
官
僚
機
構
の
部
分
装
置
と
な
っ
て
い
る
諸
個
人
の
エ
ー
ス
ト
は
、

　
　こ
の
讃
の
目
的
と
国
量
義
誉
し
て
ウ
・
－
・
バ
ー
を
知
・
こ
と
が
　
現
世
的
嚢
を
神
の
硫
劔
と
し
て
受
け
と
り
ひ
た
す
ら
そ
の
霧
に
禁
欲
的

　
　閏
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
服
し
た
初
期
の
産
業
資
本
家
の
職
本
観
と
は
縁
遠
い
「
市
民
的
職
業
観
」
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
であ
る
。
そ
れ
は
自
己
の
神
に
で
は
な
く
、
悪
魔
に
仕
え
る
こ
と
を
余
儀
な
　
挺

　
近
代
社
会
の

組
織は
、
不
断
の
労
働
の
専
門
化
か
ら
し
て
専
門
的
教
育
を
　
　
く
さ
れ
て
い
る
近
代
人
の
運
命
の
表
徴
で
あ
る
。
こ
こ
に
ウ
ェ
ー
。
バ
ー
は
近
　
　
一

受け
た
知
識
分
子
に
よ
る
組
織
化
な
し
に
維
持
さ
れ
え
ず
、
勤
務
者
が
物
的
　
　
代
の
魔
性
を
見
る
。
官
僚
制
が
一
人
歩
き
す
る
と
こ
ろ
で
は
・
人
は
フ
ァ
ウ

経営
手
段
か
ら
分
離
き
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
近
代
社
会
の
　
　
ス
ト
的
な
多
面
的
人
間
で
は
な
く
専
門
的
職
業
人
・
部
分
人
で
あ
る
。
　
「
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ュ
け
ロ
ク
ラ
テ
イ

合
理
的
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
人
事
組
織
を
官
僚
制
と
ウ
ェ
ー
バ
　
　
業
に
精
励
す
る
こ
と
」
が
最
高
の
精
神
的
文
化
的
価
値
と
は
直
接
に
関
係
し

ー
は
呼
ぶ
。
そ
し
て
か
か
る
知
識
分
子
の
必
要
と
増
大
と
は
資
本
の
ロ
ゴ
ス
　
　
難
い
と
こ
ろ
（
又
は
こ
れ
と
反
対
に
経
済
的
強
制
で
あ
る
と
単
純
に
考
え
る

　
　
　
　
　
ピ

でも
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
の
な
い
と
こ
ろ
）
で
は
、
各
個
人
は
全
然
そ
の
意
味
を
検
討
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヰ
ン

　
官
僚
制
は

資
本
主
義
に

不
可
欠
のも
の
で
は
あ
る
が
し
か
し
官
僚
制
は
資
　
　
欲
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

本
主
義
の

特
製
品

で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
官
僚
制
は
資
本
の
ロ
ゴ
ス
　
　
　
そ
の
結
果
は
「
精
神
な
き
専
門
人
・
感
性
な
き
亨
楽
人
男
①
昏
日
而
9
穿
。
ロ

に

仕え
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
式
的
に
は
最
も
合
理
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
　
o
ゲ
目
o
O
6
｛
ω
ひ
O
o
昌
ロ
c
。
頃
日
6
ロ
・
。
。
廿
①
ロ
o
ゲ
ロ
o
エ
2
N
」
を
産
む
こ
と
に
な
る
で

し
て
官
僚
制
は
近
代
の
矛
盾
を
表
明
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
ウ
ェ
ー
　
　
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
官
僚
制
の
究
極
の
入
間
像
で
あ
る
。
目
的
を
失
っ
た
技

バ
ー
の
官
僚
制
に
つ
い
て
の
所
説
に
立
入
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術
の
体
系
・
自
動
的
手
段
の
体
系
の
合
理
性
は
そ
の
双
を
内
側
に
向
け
る
。

　

9権
限
分割
の
原
則
　
⇔
権
限
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
確
立
　
⇔
勤
務
者
と
物
　
　
体
系
の
合
理
化
が
合
理
化
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
エ
ー
ト
ス
は
手
段



を
目
的
視
す
る
エ
ー
ト
ス
で
あ
る
。
資
本
主
義
体
制
で
は
私
企
業
的
官
僚
．
制
　
　
的
魅
力
に
因
ら
れ
そ
う
に
な
る
。

であ
る
故
に
諸
企
業
の
官
僚
制
間
に
は
不
均
等
な
発
展
を
伴
う
。
だ
が
、
資
　
　
　
（
1
）
　
マ
ル
ク
ス
に
も
同
様
な
指
摘
が
あ
る
。
b
§
民
樽
告
o
↑
・
国
げ
・
】
H
炉

本
制

（
で
は

勿
論
の
こ
と
）
で
な
く
と
も
官
僚
制
は
自
己
の
組
織
内
部
に
お
　
　
　
　
ω
゜
ω
ω
N
”
長
谷
部
訳
（
日
評
版
）
第
九
巻
、
三
〇
九
ー
三
一
〇
ペ
ー
ジ
。

い
ても
全
体
的
統
一
を
妨
げ
る
様
な
部
分
的
異
常
発
達
を
伴
は
な
け
れ
ば
な
　
　
　
（
2
）
　
ミ
㌣
せ
S
さ
§
ミ
O
a
匙
N
旨
意
さ
゜
む
D
む
力
゜
嵩
ふ
ー
嵩
P
ロ
ら
・
笥
・

ら
な
い
筈
で
あ
る
。
即
ち
セ
ク
ト
化
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
＜
払
知
§
恩
。
§
毯
鮭
忘
R
“
♪
出
餌
】
・

　
官
僚
制
が

革
新き
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
エ
ー
ト
ス
が
革
命
さ
れ
ね
ば
な
　
　
　
（
4
）
　
」
げ
庄
こ
む
力
゜
N
9
（
阿
部
訳
、
三
一
八
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
た
。
梶
山
訳

ら
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
れ
を
実
現
す
る
合
理
的
物
的
手
段
が
設
定
さ
　
　
　
　
で
は
二
四
五
ペ
ー
ジ
）

れ
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
帰
結
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
宗
庄
が
ψ
N
雲

　目
的
と
手
段
と
の
適
合
的
関
係
の
上
で
評
定
き
れ
る
実
質
的
合
理
性
日
今
　
　
　
（
6
）
　
弍
㌣
s
毯
〉
ミ
、
☆
＆
○
ロ
ミ
ひ
き
ミ
・
む
力
・
切
Φ
・

宮
尺
｛
巴
0
男
①
江
O
仁
①
≡
讐
と
形
式
的
合
理
性
甘
珂
旨
巴
⑦
男
釦
巳
§
巴
一
岱
ひ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ぐ
へ

原
則

的
に

同
調し
え
な
い
。
目
的
と
手
段
と
の
価
値
効
果
上
の
不
統
一
は
近
　
　
　
各
人
の
専
門
に
と
ち
こ
も
る
の
が
運
命
で
あ
る
現
代
人
に
、
仕
事
に
帰
え

代
の

合
理
化
き
れ
暮
会
で
の
5
1
合
理
性
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
㌍
と
呼
び
か
け
・
仕
事
繕
撃
打
ち
込
め
と
叫
※
彼
は
、
已
・
窒
人
の
一

　ウ
ェ
ー
バ
ー
の
魂
に
と
っ
て
は
、
形
式
的
合
理
性
を
貴
重
な
収
穫
と
し
て
　
　
　
「
断
念
」
に
支
え
ら
れ
、
か
た
わ
ら
如
何
な
る
専
門
に
も
属
さ
な
い
専
門
人
　
8
5

意
識さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
実
質
的
合
理
性
を
阻
止
し
て
い
る
近
代
世
界
、
　
　
（
1
ー
カ
リ
ス
マ
的
政
治
家
）
に
開
連
の
鍵
を
托
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ

の

近
代
の
矛
盾を
矛
盾
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
な
く
機
械
的
組
織
の
中
に
　
　
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
完
全
人
え
の
回
復
の
契
機
を
は
っ
き
り
と
つ
か
む
こ
と
が

情
熱も
な
く
感
激
も
な
く
無
感
動
に
の
ろ
の
ろ
ど
動
物
的
に
生
き
る
人
間
の
　
　
出
来
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
新
し
い
共
同
体
の
形
成
の
中
に
も
と
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

姿が
、
痛
恨
事
と
映
じ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
共
同
体
運
営
の
た
め
に
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
指
摘
す
る
点
も
貴
重
な
発
言

　
回
顧さ
れ
て
い
る
多
面
的
・
情
熱
的
・
理
想
主
義
的
人
間
像
と
、
犠
牲
に
　
　
で
あ
る
。
ウ
ェ
ハ
バ
ー
は
共
同
体
形
成
の
た
め
の
合
理
的
予
言
者
の
役
害
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　

する
術
も
な
い
技
術
の
合
理
性
と
の
間
に
獅
．
子
吼
す
る
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
こ
　
　
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
が
マ
ル
ク
ス
も
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
共
同
体
の
中
に
人

そ
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ペ
ル
ゾ
ン
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
性
の
回
復
と
実
現
と
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
共
同

　
近代
の
悲
劇
令
美
し
き
人
間
性
の
時
代
と
の
訣
別
」
）
は
、
制
度
の
悪
と
　
　
体
の
形
成
以
外
に
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
て
で
は
な
く
運
命
と
し
て
、
し
か
も
運
命
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
な
い
人
間
　
　
　
資
本
主
義
の
高
度
化
が
、
労
働
者
を
吸
収
し
て
は
誹
除
す
る
過
程
が
た
え

の
堕落
と
彼
は
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
多
く
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ペ
ル
　
　
ま
な
く
く
り
か
え
き
れ
、
吸
収
と
排
除
と
の
間
隔
が
短
縮
さ
れ
る
時
に
は
、

ゾ

ン

に

つ
い
て言
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
デ
モ
ソ
に
仕
え
る
一
個
の
人
　
　
労
働
の
多
面
性
と
変
職
と
が
資
本
の
合
理
性
と
し
て
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な

格
が
彼
の

精
致
な

論
理
に

に
じ
み
出
て
い
る
の
で
と
も
す
れ
ば
そ
の
人
間
　
　
ら
な
い
。
こ
の
様
な
時
人
間
の
絶
対
的
利
用
可
能
性
、
即
ち
「
社
会
的
細
目



機能
の
単
な
る
拠
い
手
た
る
部
分
個
人
に
換
え
る
に
、
そ
の
者
に
と
っ
て
は
　
　
要
な
政
治
指
導
者
と
い
う
規
定
が
訂
正
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
だ
が
か
か
る

一
種
の

社
会

的
機
能
が

相
交
替
する
活
動
様
式
で
あ
る
様
な
全
体
的
に
発
達
　
　
人
物
の
誕
生
が
必
然
性
と
し
て
で
は
な
く
偶
然
と
し
て
想
定
き
れ
て
い
た
こ

　
　
　
み
ね

せる
個
人
L
が
発
生
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
、
そ
し
て
指
導
者
の
み
を
渇
望
す
る
こ
と
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
限
界
を
示

　
労
働
の

専
門
的
分
化
の

進
行
そ

のも
の
が
、
　
（
資
本
制
生
産
の
下
で
は
）
　
　
す
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
的
成
熟
と
指
導
者

永
久
的
部
分
で
は
な
く
、
瞬
間
的
部
分
人
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
個
人
は
　
　
と
が
現
代
的
情
況
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
内
在
化
の

全
時
間

過
程
に

お

い
て

完
全
人
に

なる
筈
で
あ
る
。
か
か
る
個
入
の
発
生
は
　
　
た
め
に
主
要
な
課
題
た
る
こ
と
は
残
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

資

本
主
義
の

「
死
活問
題
と
な
る
」
。
　
労
働
階
級
の
共
同
的
活
動
は
か
か
る
　
　
　
（
1
）
　
司
富
留
諺
6
『
津
巴
。
切
6
H
ロ
（
（
O
o
旨
ミ
§
江
苫
』
決
》
ざ
9
N
ミ

入
間
の
成
立を
ま
も
っ
て
歴
史
の
強
大
な
指
導
力
と
実
践
力
と
な
る
で
あ
ろ
　
　
　
　
S
画
句
栖
§
⑱
。
〉
ミ
ピ
句
N
、
〉
、
、
）
ω
・
閤
N
・
（
邦
訳
、
尾
高
訳
、
七
二
ペ
ー
ジ
、

膓
彼
の
誕
生
は
労
働
者
・
鶉
・
し
て
全
人
類
の
解
望
昌
す
プ
・
レ
　
（
加
ロ
寮
㍉
㍉
も
ボ
“
貝
§
、
き
き
ミ
。
ミ

タ
リ
ア
ー
ト
の
倫
理
を
時
代
の
理
念
と
す
る
。
　
「
歴
史
に
対
す
る
責
任
」
を
　
　
　
　
冴
き
さ
F
ω
゜
笥
゜

労
働
者
が自
覚
し
、
よ
き
指
導
者
を
得
た
時
「
逞
し
い
肩
の
入
々
」
め
手
に
　
　
　
r
3
）
　
（
4
）
民
・
ζ
曽
き
b
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民
§
へ
、
ミ
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ω
・
O
ド
ω
・
（
邦
訳
、
長
谷
部

ブ
・
ジ
三
ジ
走
纂
す
ぎ
る
碧
に
ぎ
ら
れ
る
だ
ろ
嬬
と
は
昌
三
て
　
訳
、
三
．
°
三
三
ぺ
｜
⇔
）
〔
・
巖
〕
　
　
　
　
一

い
た・
・
÷
だ
が
、
か
か
自
覚
そ
の
・
の
を
革
命
す
・
力
は
※
間
　
（
パ
ル
パ
。
曇
が
鶯
繋
酬
縄
宴
バ
設
蘇
離
『
彩
蛎
額

的
な

資質
の
英
雄
．
予
言
者
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
原
因
す
る
と
言
う
よ
り
、
　
　
　
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
研
究
に
の
み
で
な
く
重
要
な
論
文
で
あ
る
。
な
お
こ
　
　
一

歴史
に
お
け
る
連
続
の
場
を
持
た
な
い
思
惟
方
法
の
故
に
、
カ
リ
ス
マ
的
指
　
　
　
　
れ
に
つ
い
て
は
山
田
雄
三
教
授
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
初
期
の
経
済
政
策
に

導
者を
歴
史
的
連
続
の
世
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
言
　
　
　
　
っ
い
て
」
（
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
1
』
所
収
）

わ
な

け
れ
ば
な
譲
い
．
そ
れ
故
握
蛋
杏
か
・
た
「
政
治
的
憲
　
．
籔
寳
翼
緊
整
露
鰭
齢
廃
鍵
謹

Uo≡
后
。
庁
。
ズ
。
は
o
」
の
契
機
で
あ
り
、
見
失
わ
れ
た
人
聞
性
回
復
の
歴
史
　
　
　
　
ツ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
於
け
る
国
民
主
義
と
自
由
主
義
」
（
『
マ
ツ
ク

的
条
件
であ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
』
所
収
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
問
題
関
心
が
決
定
的
・
集
中
的
に
エ
ー
ス
ト
の
探
求
に
あ
　
　
　
〔
付
記
〕

た
っ
た
と
は
言
い
な
が
ら
も
失
業
を
資
本
主
義
の
基
本
問
題
と
考
え
な
か
っ
　
　
　
紙
幅
の
制
限
で
、
必
要
な
註
、
問
題
点
の
指
摘
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
主

た
そ

の
経済
学
的
認
識
と
不
可
分
の
関
連
に
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
義
論
が
な
さ
れ
た
具
体
的
・
歴
史
的
諸
条
件
に
つ
い
て
の
論
及
も
割
愛
せ
ね

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
又
論
及
の
必
要
な
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
概
念
・
用
語
に
つ
い

　
勿論
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
特
異
な
ヵ
リ
ス
マ
の
社
会
学
的
研
究
を
傷
つ
け
　
　
て
も
同
様
の
理
由
で
果
し
得
な
か
っ
た
。

る
も
の
で
も
な
い
し
、
情
熱
・
責
任
感
・
洞
察
力
を
条
件
と
す
る
現
代
に
必




